
取材の日には、東京都市大学の学生が村を訪れて、一緒に雪上運動会を楽しんでいました。教授の杉浦様

からは、「昨年、研究連携を結ばせていただいたことをきっかけに、檜枝岐村のみなさんに、とても温かく

受け入れていただきながら学生が楽しく学べていることに感謝し 

ます。これからも、東京都市大生の「課題発見力＆解決力」を地 

域とともに磨き、アイディアを具現化し、南会津の未来づくりに 

貢献していきたいと思います。」とお話されました。 

大学生の学びのフィールドにもなっている檜枝岐村は、地域と 

学校が協働連携し、地域づくり、未来づくりを行っている素晴ら 

しい地域であることを改めて感じました。 

令和８年２月２７日（金）第８４号 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

２月１２日（木）、檜枝岐村で行われた村民雪上運動会を訪問しました。

村民雪上運動会は、檜枝岐小・中学生をはじめ全村民が参加する運動会で、

第３６回を数えます。午前には、スキー競技も行います。 

 宝拾いや綱引きなど運動会の定番競技あり、雪の上を泳ぐ「雪泳」とい

う雪を生かした競技ありの運動会は、教育委員会が企画し、青年団・商工

会青年部が進行を担います。小さな子供からお年寄りまで笑顔の絶えない

運動会に、寒い雪の上でしたが、心がとても温かくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

こちらの QR コードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

＜参加された方の感想＞ 

頑張っている村の大人の姿を見ることで、「大人に

なったら自分たちが村のために頑張りたい」という子

供が育っていくのだと思います。 

子供たちもとても楽しみにしていますが、大人たち

が本気で楽しんでいるところが檜枝岐らしいです。 

＜檜枝岐小学校児童の感想＞ 

中学校は村外に出てしまいます。小学校最後

の雪上運動会でしたが、けが無く終われてよか

ったです。一番思い出に残っているのは、大人

のやる雪上相撲が面白かったことです。 

＜檜枝岐中学校生徒の感想＞ 

中学校３年生なので、（小・中学校で）最後の

雪上運動会でした。以前、スキーで結果を出せ

なかった時は悔いが残りましたが、今年は全力

で楽しむことができたので後悔はありません。 


